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• 1998年 地球温暖化対策推進法（温対法）制定
• 1999年 地球温暖化対策基本方針決定
• 1999年12月11日 福岡市地球温暖化対策市民協議会発足

”地球の汗をふくおか、ストップ・ザ・おんだんか”
• 2002年 温対法改正（地域協議会を法定）、日本京都議定書締結
• 2008年 京都議定書第一約束期間開始
• 2008年7月2日 エコウエイブ・ふくおか会議発足
• 2010年 カンクン合意
• 2012年 京都議定書第一約束期間終了（8.4％削減を達成）
• 2014年 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第五次統

報告書（AR５）
• 2015年 パリ協定（2度目標、2050年カーボンニュートラル）
• 2023年 IPCC第六次統合報告書（AR6）



IPCC第六次統合
報告書

2023年3月20日採択
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脱炭素（カーボンニュートラル）社会
人の活動に伴って発生する温室効果ガスの排出量 と
吸収作用の保全及び強化により吸収される温室効果ガスの吸収量との
間の均衡が保たれた社会

我が国における2050年までの実現を旨と
して、地球温暖化対策を推進

（地球温暖化対策の推進に関する法律2条の2）



アジア・ゼロエミッション共同体



PPA（Power Purchase Agreement）＝電力販売契約
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